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いて 2次ドーピングを行った polyaniline溶液に、hydroxypropyl celluloseを添加することで溶液を
液晶化させている。続いて、溶液をガラス基板上に薄く伸ばし、ずり応力を印加して作成した配
向フィルムの各種光学測定を行い、配向度を評価している。 
以上のように、液晶の特徴を生かした高分子型回折格子の開発を行い、光学的・構造的に特徴をもつ
材料を作成した。ダブルステップ重合法やキラル高分子/共役系高分子複合体の合成とこの光回折現象
を論じたことはいずれも世界的に類のない研究である。学術的に優れた論文であり、本内容は高分子化
学および材料工学における新しい技術に展開する可能性がある。 
 
〔最終試験結果〕 
令和２年２月１２日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、著
者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によって、
合格と判定された。 
 
〔結論〕 
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を
有するものと認める。 
 
 
 
 
 
 
